
トレーリングストップ 

 
トレーリングストップとは何か？ 
 
トレーリングストップとは、マーケットレートが有利に変動した場合に、予め設定しておいた 

ストップレートを自動的に更新する機能です。これにより損失を一定に抑えつつ、利益をより追求

する事が可能となります。 

＊トレーリングストップは通常のストップ注文と同じです。週明けやマーケット状況によりスリッ

ページが発生する恐れがあります。 

 
トレーリングストップの仕組み 

 
“指値買い注文”でのトレーリングストップのしくみを説明していきます。 

 

USD/JPY 

 

マーケットレート

トレール価格

92.00 指値買い 0.1lot、トレール開始価格 92.50、トレール幅を”100pips”に設定したとします。 

マーケットレートが 92.00 に到達し、指値注文が成立します。その後マーケットは 92.50 まで上昇

したのでトレール幅 100pips 下の 91.50 でトレールが開始します。更にマーケットが上昇したので

それに伴い、トレール価格も随時更新されていきます。トレール価格が 93.50 まで上がって 

きたところで、マーケットがトレール幅 100pips 以上下がったので、93.50 で決済され、15,000 円

の利益となります。 

 
このように、トレーリングストップ注文は、トレール開始後、高値（安値）が更新される度に、 

高値（安値）からトレール幅を保ちながら更新されていきます。 

 

 

 

 



 
チャートトレーダーでのトレーリングストップの注文の仕方 

 
チャートトレーダーでのトレーリングストップ設定画面は、新規指値、既存ポジションに対するス

トップ注文で”Set stop”を選択すると表示されます。 

 
 

 
１． レートを指定します。 

 
２． Set Stop にチェックを入れます。 

 
３． “トレーリングストップ”チェックボックスにチェックを入れます。 

 

４． トレール開始価格
※ 1

指定します。 
 

５． トレール幅
※ 2

を指定します。 
 

 
※1 トレール開始価格 

 
トレーリングを開始する時のレートになります。マーケットレートがトレール開始価格に達した時、

トレールが開始します。 

 
＊買いの場合は売りのマーケットレートがトレール開始価格に達した時、売りの場合は買いのレー

トが開始価格に達した時に開始されます。 

 
※2 トレール幅 

トレール幅とはトレール開始後にトレールする pips の幅になります。 



 
チャートトレーダーでのトレーリングストップ確認画面 

 

 

トレーリング開始前 

 

トレーリング開始後 

 
 

 
 

 
トレーリングストップ設定時には“口座現在保有ポジション”内の TS Status の枠に“NA”と

表示され、トレーリングストップが開始されると TS Status が“A”に変わります。また、TS 

Status の上を左クリックすると詳細を見ることができます。 



トレーリングストップのレポート表示 
 
トレーリングストップが設定されたレポートを表示させた場合、レポートは以下の様になります。 
 

 
 

１． トレーリングストップが設定されている場合には“トレーリング欄に“有”と表示されます。 
 
２． トレーリング開始時のレートを示しています。 
 
３． トレーリングの幅を示しています。 

 
４． トレーリングのステータスを示しています。“A”の場合は既に開始している状態を表し、“NA”の 
  場合はまだ開始されていない状態を表します。 

 
５． トレールが開始された日時を示しています。 

  


